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'
て
、
近
来
の
め
ざ
ま
し
い
径
済
成
長
の
主
た
る
要
因
を
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、
回
民
の
身
体
的
な
資
質
に
つ
い
て
は
、
欧
米
詰
国
民
に
比
し
て
著

し
く
低
位
に
あ
っ
て
、
そ
の
身
心
の
麦
質
は
、
田
際
的
に
み
て
、
か
り
の
不

均
衡
を
示
し
て
い
る
。

満
十
二
歳
の
男
子
の
身
畏
に
つ
し
て
み
れ
ば
、
日
本
入
は
一
三
八
•
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
イ
ギ
リ
ス
入
の
一
四
六
・
三
七
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
、
ア
メ
リ
カ

入
の
一
四
七
。
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
日
二
世
ア
メ
リ
カ
入
の
一
塁
・
九

七
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
七
／
九
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
忍
低
く
、
体
重
に
つ
し

て
、
も
同
概
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
人
は
、
背
筋
力
、
脚
力
、
肺
活
量
、
血
球
類
に
お
い
て
応
欧
州

入
に
劣
り
、
乳
幼
児
死
亡
率
、
低
年
齢
層
死
亡
率
、
結
檻
、
脳
卒
中
な
ど
に
よ

る
死
亡
率
が
欧
米
人
よ
り
舌
向
く
、
平
均
寿
命
は
比
較
的
短
か
い
。

国
民
の
身
体
群
壊
能
を
培
う
栄
養
と
食
開
に
つ
い
て
国
際
的
に
み
る
と
、
国

民
一
人
一
日
当
た
り
の
摂
取
熱
量
は
、
日
本
人
が
二
}
ニ

-
0
カ
ロ
リ
ー
で
、

ィ
辛
リ
ス
人
の
言
一
一
九
〇
カ
ロ
リ
ー
に
対
し
て
著
し
く
少
な
い
だ
け
で
な

く
、
そ
の
質
に
お
い
て
も
動
物
性
食
品
か
ら
の
熱
量
摂
瞑
比
率
は
、
日
本
人
が

八
％
で
、
イ
ギ
リ
ス
入
の
三
九
％
．．
 

ア
'

/

n

力
人
の
四
一
％
に
比
し
て
は
な
は

だ
し
く
低
率
で
あ
る
。
こ
れ
を
身
体
の
発
育
を
左
右
す
る
動
物
性
た
ん
白
質
食

品
に
つ
い
て
み
れ
ば
わ
が
国
の
囲
民
一
人
当
た
り
の
乳
の
供
給
量
は
、
イ
キ

リ
ス
の
乞
分
の
一
、
ア
メ
リ
カ
の
九
分
の
一
で
あ
り
、
ま
た
肉
類
に
お
い
て

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
十
一
分
の
一
、
ア
メ
リ
カ
の
十
五
分
の
一
と
き
わ
め
て
少
な

、C
F

も
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昭
和
二
十
一
年
に
開
始
さ
れ
た
学
校
給
食
の
目
的
は
、
児
童
生
徒
の
食
生
活

の
改
善
を
通
じ
て
身
心
と
見
に
袖
全
な
国
民
の
育
成
に
資
す
る
ぶ
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
主
た
る
樹
加
の
一
汀
、
児
童
生
徒
の
栄
養
を
改
善
し
て
f
そ
の
体
位

体
力
の
向
上
と
健
瞑
の
培
追
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
全
絞
児
童
生

徒
の
会
食
と
こ
れ
に
伴
う
社
会
的
訓
綜
と
教
育
捐
導
に
よ
っ
て
そ
の
墜
か
な
入

間
関
係
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
C

こ
れ
ら
の
様
能
は
、
知
的
坦
解
を
璽
ん
ず
る
学
校
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
学
苦

指
溝
の
簡
助
的
手
段
に
す
ぎ
な
い
が
、
現
代
に
お
い
て
は
科
学
、
技
術
、
経

済
の
急
速
な
進
担
に
よ
り
複
雑
に
進
辰
し
て
い
る
祉
会
生
活
に
対
処
し
て
、
学

校
は
、
家
艇
に
お
け
る
幼
少
年
の
養
育
燐
能
の
不
足
を
全
面
的
に
楠
充
し
て
、

す
べ
て
の
幼
少
ヰ
な
健
主
に
し
て
竿
褥
な
国
民
と
し
て
育
成

べ
く
法
の
定
め

)
J
v
、
ク
給
食
の
社
会
的
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普

及

に

つに
よ
っ
て
、
そ
の
成
育
類
の
大
半
の
活
動
時
間
を
託
さ
れ
て
い
る
の
で
、
学
校

は
、
社
会
的
要
請
に
応
え
て
、

な
し
う
る
か
ぎ
り
、
児
童
生
徒
の
知
的
能
力
、
道

美
的
惰
操
等
の
ほ
か
、
運
動
能
力
、
身
体
濃
『
四

栄
養
、
健
康
等
身
心
の
活
動
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
健
全
な
成
長
と
均

笥
の
と
比
た
発
達
に
寄
与
す
べ
き
青
務
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
に
お
し
て
は
、
こ
の
意
味
か
ら
も
、
ま
た
、
次
に
述
ぺ
る
社
会
的
話

事
惰
か
ら
も
、
学
校
給
食
が
学
校
に
お
け
る
必
須
の
営
み
と
な
る
こ
と
が
強
く

望
定
れ
て
い
る
。

の
質

わ
が
国
の
教
育
は
、
径
済
の
高
度
成
長
9
5

対
処
し
て
、
後
期
中
等
教

量
．．
 

冑
等
敬
育
の
樽
造
、
研
究
者
の
養
成
な
ど
に
開
発
す
べ
き
余
池
が
あ
る

が
、
教
育
の
普
叉
度
、
特
に
襲
謗
教
育
の
質
量
に
お
い
て
且
界
の
高
水
準
層
に

あ
り
、
巴
民
の
知
的
、
技
能
的
な
資
質
、
能
力
も
国
際
的
に
そ
う
と
う
高
い
も

の

と

な

っ

て

お

り

、

こ

れ

か

、

多

嘉

の

国

戸

の

性

向

と

相

ま

っ

こ
の
た
め
、
厚
生
省
の
園
民
栄
養
関
査
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
わ
が

匡
に
お
し
て
栄
養
失
陥
に
よ
る
有
症
者
は
図
民
五
入
に
一
人
の
割
合
で
克
る
と

い
う
状
況
に
あ
り
、
日
平
人
の
体
位
体
力
の
低
い
原
因
ぶ
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は

容
易
に
首
肯
で
き
る
。

い
ま
試
み
に
国
民
栄
養
と
国
民
総
生
産
の
関
係
と
み
れ
ぽ
、
同
一
食
費
二
同

等
質
量
の
食
物
と
が
な
す
）
当
た
り
国
民
総
生
産
の
日
米
英
の
比
は
ニ
・
・
ニ
：

三
と
な
る
が
、
同
一
摂
取
熱
量
当
た
り
国
民
総
生
産
の
比
は
二
：
g
-
立

．．
 

寸
一

で
、
国
民
一
入
当
た
り
国
民
総
生
産
の
比
は
一
一
。
。
六
…
。
十
二
•
五
と
な
り
、
食

物
の
賣
量
す
な
わ
ち
栄
萎
摂
瞑
量
か
吉
向
い
ほ
と
総
生
産
か
高
く
な
る
傾
向
を
二
f
J

し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
わ
が
国
に
お
し
て
国
民
が
経
済
活
動
に
限
ら
予
、
学
術

研
究
、
教
育
、
ス
ボ
ー
ツ
等
生
活
の
各
面
に
お
い
て
そ
の
持
て
る
資
質
と
能
力

を
最
大
阪
に
発
揮
し
、
臼
度
の
高
い
活
動
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
活
水
準
を
高
め

る
に
は
、
栄
養
改
善
の
緊
要
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
が
、
固
民
の
食
生
活

は
、
所
噂
、
食
糧
生
嘆
生
活
慣
習
、
眉
入
的
欲
求
等
の
差
い
制
約
を
受
け
て

い
る
の
で
、
国
民
全
体
の
栄
養
改
善
に
以
、
長
間
に
わ
た
る
匡
民
の
理
疇
格
力

と
食
糧
、
物
価
、
貿
易
、
教
育
研
究
な
ど
の
領
域
に
わ
た
る
緊
密
な
総
合
籠
策

が
な
け
れ
惚
そ
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
実
襄
は
至
難
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
栄
養
改
善
の
効
果
の
最
忠
著
し
い
成
育
期
の
幼
少
年
に
の
み
限
る

な
ら
ば
、
学
校
給
食
は
全
校
児
童
生
徒
に
対
し
、
計
酉
的
、
総
続
的
か
つ
教
育

的
に
栄
養
を
改
善
し
、
良
い
食
生
活
習
慣
を
形
成
し
易
い
条
件
を
具
え
て
い
る

の
で
、
学
校
給
食
に
よ
っ
て
比
較
的
少
な
い
投
資
で
国
民
采
贅
改
善
の
大
き
な

成
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
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食
生
活
の
改
善
の
た
め
に
も
、
教
育
指
導
の
た
め
に
も
完
全
な
一
食
を
内
容

と
す
る
完
全
給
食
べ
。
＾
ン
等
、
ミ
J
V
ク
、
お
か
ず
）
が
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に

対
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、
経
済
的
社
会
的
事
由
に
よ
り
た

だ
ち
に
こ
れ
を
実
現
し
え
な
い
場
合
の
次
善
の
策
と
し
て
、
身
体
の
発
育
に
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
動
物
性
た
ん
白
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
恥
等
を
墜

富
に
含
む
ミ
ル
ク
の
給
食
に
よ
っ
て
よ
り
少
額
の
経
喪
で
栄
養
改
善
の
大
半
の

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

今
回
世
界
の
多
く
の
国
に
お
い
て
ミ
ル
ク
を
中
心
と
し
た
学
校
給
食
の
普
及

助
成
に
努
め
て
い
る
主
な
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、

l

九

0
六
年
か
ら
ミ
ル
ク
の
給
食
を
制

度
化
し
、
一
九
四
四
年
に
公
立
初
等
中
等
学
校
の
ミ
ル
ク
給
食
の
実
施
を
地
方

教
育
当
局
に
義
務
づ
け
、
さ
ら
に
一
九
四
六
年
に
は
ミ
ル
ク
給
食
を
無
償
と
し

て
い
る
。

と
く
に
、
近
来
学
校
数
育
の
内
容
は
、
社
会
生
活
の
進
化
に
伴
い
、
複
雑
多

岐
と
な
り
、
児
童
生
徒
の
学
習
負
担
は
重
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
さ
ら
に
進

学
、
就
職
等
の
競
争
の
激
化
は
、
児
童
生
徒
の
精
神
負
担
の
加
重
に
拍
車
を
か

什
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
身
体
の
正
常
な
発
育
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
て

い
る
。こ
れ
に
対
処
し
て
児
童
生
徒
の
心
身
の
均
衡
の
と
れ
た
発
達
を
図
る
に
は
、

学
習
量
に
応
じ
た
身
体
運
前
量
と
こ
れ
ら
心
身
の
活
動
総
量
に
応
じ
た
栄
養
量

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
適
正
な
栄
養
補
給
に
よ
っ
て
、
学
校
に
お
け
る
学

習
活
動
も
身
体
運
廊
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
効
果
を
発
押
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

す
る
。
こ
の
乳
は
脱
脂
粉
乳
に
比
し

て
、
熱
量
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン

A
お
よ
び
D
は
多
い
が
、
ビ
タ
ミ
ン
B
i
は
等

量
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
比
お
よ
び
C
は
少
な
く
、
牛
乳
一
・
六
六
合
の

価
格
は
、
畜
産
振
興
事
業
団
の
助
成
牛
乳
で
約
七
円
、
市
販
牛
乳
で
は
さ
ら
に

高
額
と
な
る
。

学
校
給
食
に
お
い
て
輸
入
脱
脂
粉
乳
を
一
般
的
に
用
い
て
い
る
理
由
は
右
の

価
格
差
の
ほ
か
、
国
内
産
牛
乳
の
生
産
量
の
不
足
と
一
般
需
給
事
情
の
影
響
に

よ
り
年
間
安
定
し
て
所
要
量
の
牛
乳
が
学
校
給
食
に
供
給
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
現
在
義
務
教
育
諸
学
校
児
童
生
徒
の
会
員
に
対
し
国
内
産
牛
乳
に
よ
り
ミ

ル
ク
給
食
を
行
な
う
に
は
、
全
国
生
産
量
の
大
半
量
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。

わ
が
国
の
酪
農
が
生
産
量
、
価
格
お
よ
び
供
給
の
各
面
に
お
い
て
、
ミ
ル
ク
給

食
の
需
要
を
み
た
す
こ
と
と
な
れ
ば
ま
さ
に
一
石
二
烏
の
繁
栄
策
と
な
る
が
、

国
内
酪
農
経
済
の
諸
条
件
が
と
と
の
う
ま
で
、
幼
少
年
の
栄
養
問
題
を
放
置
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
学
校
給
食
に
お
い
て
低
額
の
保
護
者
負
担
で
有
効

に
栄
養
改
善
が
で
き
る
よ
う
そ
の
栄
養
源
を
低
廉
な
外
国
産
脱
脂
粉
乳
に
求
め

て
、
こ
れ
を
学
校
側
の
要
求
に
応
じ
て
供
給
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
栄
養
的
に
は
脱
脂
粉
乳
が
よ
い
が
、
特
に
脱
脂
粉
乳
を
選
ん
だ
の
は
わ
が
国

の
経
済
事
情
と
保
護
者
の
負
担
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
の
措
置
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
巷
間
学
校
給
食
用
輸
入
脱
脂
粉
乳
に
つ
い
て
諸
種
の
論
議
が
あ
る
が
、
現

在
の
わ
が
国
の
学
校
給
食
に
と
っ
て
は
低
廉
な
輸
入
脱
脂
粉
乳
が
ど
の
よ
う
な

学
校
に
お
い
て
も
入
手
可
能
な
貴
重
な
動
物
性
た
ん
白
質
源
で
あ
る
こ
と
に
は

ま
ち
が
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
国
は
学
校
給
食
に
お
け
る
こ
れ
が
購
入
使
用
を
強
制
す
る
も
の
で

ミ
ル
ク
給
食
の
栄
養
量
、

価
額
お
よ
び
効
果

昭
和
三
十
七
年
の
学
校
給
食
制
度
調
査
会
の
答
申
は
、
”
わ
が
国
栄
養
問
題

の
眼
目
は
、
一
般
食
事
に
お
い
て
動
物
性
た
ん
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ

ム
等
の
摂
取
を
い
か
に
補
充
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
”
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
現
在
こ
の
趣
旨
に
即
し
て
学
校
給
食
（
完
全
給
食
）
の
棚
準
的
な
所
要
栄

養
量
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
所
要
栄
養
量
に
よ
る
小
学
校
児
童
一
食
当
た
り
の
標
準
食
品
構
成
に
お

い
て
占
め
る
学
校
給
食
用
脱
脂
粉
乳
l

食
当
た
り
二
六
グ
ラ
ム
の
栄
養
量
の
割

合
を
み
る
と
、
動
物
性
た
ん
白
質
は
l

六
・
三
グ
ラ
ム
中
九
・
三
グ
ラ
ム
で
五

七
・
一
％
、
カ
ル
シ
ウ
ム
0
•
四
五
九
グ
ラ
ム
中
0
•

三
三
八
グ
ラ
ム
で
七
三

•
六
％
、
ビ
タ
ミ
ソ
恥
は0
・
九
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
中
0
•
五
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
で

五
―
―
―
・
・
％
の
高
率
を
示
し
、
脱
脂
粉
乳
が
学
校
給
食
の
重
要
な
栄
養
基
幹
食

品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
脱
脂
粉
乳
の
学
校
渡
価
格
は
、
一

0
0
グ
ラ
ム
当
た
り
四
円
の
国

庫
補
助
に
よ
っ
て
、
児
童
一
回
二
六
グ
ラ
ム
当
た
り
六
一
銭
、
生
徒
l

回＝―-五

グ
ラ
ム
当
た
り
八
二
銭
で
あ
り
、
こ
れ
に
脂
肪
、
食
塩
を
加
え
て
飲
用
液
体
乳

と
し
て
も
一
回
当
た
り
一
ー
ニ
円
程
度
の
低
額
で
あ
る
。
徒
来
完
全
給
食
が
一

食
当
た
り
二

0
円
程
度
の
安
い
給
食
聟
で
三
五
円
（
都
市
勤
労
世
帯
平
均
）
の

家
庭
の
食
事
よ
り
も
高
い
栄
養
量
を
給
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ぎ
が
こ
こ

に
あ
る
。

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
脱
脂
粉
乳
の
ほ
か
牛
乳
を
用
い
て
も
さ
し
つ
か
え

な
い
が
、
脱
脂
粉
乳
二
六
グ
ラ
ム
の
動
物
性
た
ん
白
質
を
牛
乳
の
み
で
と
ろ
う

は
な
く
、
国
内
産
牛
乳
を
希
望
す
る
学
校
で
、
』
費
負

あ
れ
ば
、
こ
れ
を
購
入
使
用
し
て
な
ん
ら
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
酪
農
の
生
産
消
費
は
い
ま
だ
開
発
の
余
地
が
大
き
く
、
か
つ
、
学

校
給
食
用
輸
入
脱
脂
粉
乳
は
関
税
免
除
に
伴
い
用
途
外
使
用
を
禁
止
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
一
般
市
場
を
乱
さ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
学

校
給
食
に
よ
り
ミ
ル
ク
飲
用
の
習
慣
を
一
般
化
し
、
将
来
の
国
内
酪
農
の
販
路

を
拡
大
し
て
、
国
内
酪
農
振
興
に
も
寄
与
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

脱
脂
粉
乳
に
よ
る
ミ
ル
ク
給
食
の
効
果
は
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
奄

美
大
島
に
お
け
る
実
例
は
最
も
顕
著
で
あ
る
。
奄
美
大
島
で
は
昭
和
二
十
九
年

か
ら
身
長
の
増
加
ば
鹿
児
島
本
土
に
比
し
、
男
子
約
三
倍
、
女
子
約
二
倍
の
伸

び
を
示
し
、
六
ー
九
歳
の
男
女
に
つ
い
て
は
鹿
児
島
本
土
の
平
均
を
追
い
抜
く

に
い
た
っ
て
い
る
。

沖
縄
に
お
い
て
も
ミ
ル
ク
（
脱
脂
粉
乳
）
給
食
開
始
後
の
児
童
生
徒
の
身
長

体

重

の

大

幅

な

増

加

が

報

告

さ

れ

て

い

る

。

‘

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
牛
乳
に
よ
る
ミ
ル
ク
給
食
で
あ
る
が
一
九
二
二
年

頃
に
は
、
ミ
ル
ク
給
食
普
及
率
は
児
童
生
徒
の
一

0
％
程
度
で
、
十
二
歳
の
男
子

の
身
長
が
一
三
三
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
カ
ナ
ダ
の
一
四
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
よ
り
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低
く
、
ア
メ
リ
カ
の
一
四
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
よ
り
約
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低
く
、
体
重
に
お
い
て
も
三
一
・
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
カ
ナ
ダ
の
三
四
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
三
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
軽
く
、

ア
メ
リ
カ
の
三
五
・
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
四
•
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
軽
か
っ
た
が
、

以
後
逐
年
ミ
ル
ク
給
食
を
普
及
し
、
一
九
四
六
年
に
は
無
償
ミ
ル
ク
給
食
に
よ

り
普
及
率
は
九
二
％
に
達
し
、
翌
一
九
四
七
年
に
は
、
十
二
歳
男
子
の
身
長
は
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口
ミ
ル
ク
給
食
全
面
実
施
の
促
進

学
校
給
食
の
意
義
と
現
状
に
か
ん
が
み
、
学
校
給
食
桐
度
詞
査
会
は
、
小
学

校
五
か
年
、
中
学
校
十
か
年
の
年
次
計
画
を
も
っ
て
完
全
給
食
の
全
面
実
施
を

図
る
こ
と
。
な
お
、
ミ
ル
ク
給
食
に
つ
い
て
ほ
、
小
学
校
三
か
年
、
中
学
校
五

か
年
の
計
面
を
応
っ
て
、
全
面
実
揺
を
図
る
こ
と
を
答
申
し
た
。

国
に
お
い
て
は
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
完
全
給
食
の
全
面
実
旭
を
究
幅
の
目

穏
と
し
つ
つ
も
、
当
面
は
菱
務
教
育
諸
学
枝
に
お
げ
る
ミ
ル
ク
絵
食
の
早
悶
全

酉
実
旭
を
図
る
た
め
昭
和
三
十
八
年
度
に
謬
い
て
次
の
鰭
旅
策
を
譜
ず
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

い
義
務
教
育
諸
学
校
給
食
用
脱
脂
粉
乳
購
入
誓
證
助

こ
の
筒
助
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
い
て
、
学
校
給
食
費
の
保
筐
者
負

担
を
経
減
し
、
ミ
ル
ク
給
食
の
早
期
主
面
実
施
を
図
り
、
主
わ
せ
て
完
全
給

食
の
普
及
充
実
に
資
す
る
た
め
、
日
本
学
校
給
食
会
に
対
し
、
義
務
教
育
諸

学
校
給
食
用
脱
脂
粉
乳
の
購
入
翠
手
を
襦
助
し
て
、
そ
の
供
給
価
格
を
説
脂
粉

乳
―

O
O
U
グ
ラ
ム
当
た
り
四
円
だ
砂
低
減
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
脱
脂
粉
乳
の
学
校
渡
価
格
は
小
学
校
一
回
二
六
グ
ラ
ム
当
た
り
約
六
一

銭
、
中
学
校
一
回
三
五
グ
ラ
ム
当
た
り
約
八
二
銭
と
な
る
見
込
で
あ
る
。
予

算
総
額
は
約
―
―
―
六
億
円
で
あ
る
（
新
規
）
。

図
準
要
保
護
児
童
生
徒
給
食
裂
補
助

ミ
ル
ク
給
食
蚕
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
掌
要
保
襲
児
童
生
徒
給
食
輩
補
助

％
に
逹
し
て
お
り
、
こ
の
面
に
つ
い
て
は
裟
移
教
育
轄
学
校
よ
り
一
日
の
長
か

あ
る
。

日
ミ
ル
ク
給
食
の
実
施
状
況

現

在

学

校

給

食

（

完

全

給

食

お

よ

び

ミ

ル

ク

給

食

）

は

、

中

学

校
、
特
殊
教
育
諸
学
校
、
夜
間
定
峙
制
高
等
学
校
の
児
輩
生
徒
お
よ
び
幼
吃
を

対
象
と
し
て
実
廊
さ
れ
て
い
る
炉
、
給
食
開
始
後
十
六
年
間
に
そ
の
普
及
は
、

児
童
生
徒
幼
児
九
二
四
万
人
（
総
数
の
四
九
，
二
彩
）
、
＂
i
子
校
放

□竺
四
一

六
校
（
総
数
の
四
四
＇
二
。
ん
）
に
達
し
て
い
る
（
昭
和
三
十
七
年
五
月
現
在
）
。

学
枝
給
食
を
重
視
し
、
公
立
学
咬
無
償
ミ
ル
タ
給
食
義
務
実
加
掴
を
と
る
に

い
た
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
す
ら
、
こ
の
普
及
率
に
い
た
る
ま
で
に
一
―
―

十
三
平
を
要
し
て
い
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
わ
が
国
の
学
校
給
貪
の
着
及
速
度

は
著
し
い
と
い
え
る
。

こ
の
学
校
給
衰
の
発
展
は
、
戦
後
の
食
糧
欠
こ
か
ら
子
ど
も
定
守
る
と
い
う

ヽ
：
ル
ク
給
食
の
実
情
と
助
成

一
四
六
ニ
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

位
の
悼
び
を
示
し
た
の
は
、
ミ
ル
ク

で
応
る
。

一
九
五
一
二
年
の
カ
ナ
ダ
の
一
四
五
c

八
セ
ソ
チ
：
ー
ト
ル
よ
り
〇
。
五
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
高
く
、
同
年
の
ア
ノ
リ
カ

の
一
四
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
0
•
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
差
に
接

近
し
、
体
重
に
お
．
し
て
は
、
一
九
四
七
年
に
三
七
•
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、

一
九
五
三
年
の
カ
ナ
ダ
の
三
八
・
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し

0
。
六
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
同
年
の
ア
メ
リ
カ
の
四

0
•
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
二
。
八
キ
ロ
グ
ラ
｛

の
差
に
接
近
し
て
い
る
。
第
二
次
世
界
戦
争
の
被
害
を
大
き
く
受
け
、
食
糧
危

イ
ギ
リ
ス
が
、
カ
ナ
グ
、

ア
＇
ノ
リ
カ
よ
り
も
著
し
い
児
童
生
徒
の
体

の
効
果
以
外
に
考
え
よ
う
が
な
い
の
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国
民
の
弧
い
要
諸
に
よ
る
が
、
・
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
負
う
と
こ
ら
が
大
き
い
。

し
か
し
、
そ
の
曽
及
の
内
容
を
み
れ
は
、
小
学
校
児
童
数
の
七
三
・
ニ
％
に

対
し
、
中
学
校
は
生
徒
塾
の
ニ
―
・
七
％
と
著
し
く
較
差
が
あ
り
、
体
位
の
伸

び
の
き
わ
め
て
高
い
中
学
校
生
徒
の
発
育
対
策
の
う
え
か
ら
中
学
校
給
食
の
普

及
の
促
進
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
横
別
に
み
る
と
小
学
校
に
お
い
て
は
部
蔀
の
普
及
率
が
市
部
よ
り

高
い
が
、
栄
養
摂
疲
量
特
に
動
物
性
た
ん
白
質
、
脂
肪
等
の
摂
瑕
量
が
低
く
、
，

栄
養
失
陥
に
よ
る
有
症
者
率
が
高
く
て
、
、
児
虚
生
徒
の
体
位
の
低
い
晨
山
村
に

お
い
て
栄
養
改
善
の
必
要
性
が
強
い
の
で
、
こ
の
面
の
学
校
給
食
の
善
及
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
学
狡
に
お
い
て
は
、
吉
部
よ
り
郡
部
の
曽
及

率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

薔
及
を
坊
げ
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、
殷
置
者
、
学
校
、
保
婁
者
の
学
校
給

の
不
足
の
ほ
か
、
定
来
学
校
給
食
の
普
及
方
針
と
し
て
完
全

給
食
を
霊
視
し
た
た
め
、
．
ミ
ル
タ
給
食
臣
つ
い
て
は
幡
助
が
必
ず
し
も
じ
ゅ
う

ぶ
ん
で
な
か
っ
た
こ
と
、
一
貧
困
た
設
置
者
に
お
い
て
は
学
校
給
食
愕
設
の
た
め

の
人
件
費
‘
]
犀
設
殷
備
費
の
負
担
に
困
難
が
あ
り
、
保
養
者
が
給
食
聟
の
負
担

に
因
雛
を
感
ず
る
（
特
に
墜
山
漁
村
で
は
食
事
に
金
茫
か
け
デ
、
現
金
支
出
を

麟
つ
傾
向
が
強
い
）
こ
と
等
で
安
11r

中
学
校
に
つ
し
て
は
、
小
学
校
給
食
優

先
の
考
え
方
が
一
般
に
強
い
こ
と
、
中
学
校
の
学
習
指
導
体
制
が
教
科
狙
任
制

で
あ
る
う
え
、
道
字
、
就
験
指
導
の
要
請
が
強
い
た
め
敦
員
3

指
導
な
と
に
負
担
過
重
を
感
ず
文
3

こ
と
立
ど
が
克
げ
ら
れ
る
。

夜
間
定
時
制
高
校
に
つ
い
て
竺
勤
学
学
徒

の
給
震

ヵ

ィ

こ

と

と

な

っ

た

固
ミ
ル
ク
給
食
用
設
備
費
補
助

公
私
立
竺
義
毯
教
育
諸
学
校
の
殷
置
者
に
対
し
、
ミ
ル
ク
給
食
の
開
殷
に

要
す
る
設
備
費
を
幡
助
す
る
も
の
で
、
一
三
‘
-
―

1
0
0校
分
、
一
校
平
均
（
四

0
0
入
規
模
）
一
八
七
f
六

0
0円
の
二
分
の
て
総
額
約
六
億
円
を
計
上
し

て
い
る
。

田
ミ
ル
ク
給
食
共
同
詞
理
施
設
芸
補
助
等

学
粒
給
食
冠
設
設
備
整
備
賓
補
助
の
小
中
学
校
分
約
―
―
一
億
八
千
四
百
万
円

の
一
郎
を
財
源
と
し
て
実
行
上
で
ミ
ル
ク
給
食
共
同
胄
理
腕
殷
費
を
補
助
す

る
ほ
か
、
公
立
学
校
共
済
組
合
の
剰
余
金
を
財
源
と
す
る
一
般
単
独
事
業
地

方
債
の
対
象
と
す
る
。
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へ
き
地
ミ
ル
タ
給
食
施
殷
設
傭
褥
助

徒
来
へ
き
池
の
小
中
学
校
に
対
し
行
な
わ
れ
て
い
る
ミ
ル
ク
給
食
施
殷
誤

備
袖
助
を
継
続
実
加
す
る
。

国
ミ
ル
ク
の
給
食
従
事
負
給
与
の
財
涼
措
璧

地
方
交
付
税
に
お
い
て
、
小
中
学
校
と
も
ミ
ル
ク
給
食
徒
事
員
の
給
与
費

が
積
算
さ
れ
る
。

切
ミ
ル
ク
給
食
の
趣
旨
微
底
と
開
設
勧
奨

ミ
ル
ク
給
食
の
全
面
実
植
の
促
進
方
に
つ
い
て
文
郵
事
務
次
官
お
よ
び
体

育
局
長
か
ら
都
道
府
県
知
事
、
同
教
育
委
頁
会
、
国
立
大
学
長
あ
て
に
依
頼

ま
た
は
通
達
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ル
ク
給
食
関
殷
の
手
引
き
を
編
集
し
、
日

本
学
校
給
食
会
か
ら
発
行
し
て
、
関
係
者
に
配
付
し
て
い
る
。

閻
ミ
ル
ク
給
食
控
迦
本
部
の
手
塾
直

の
関
係
者
の
努
力
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本
年
度
に
お
け
る
ミ
ル
ク
給
食
開
設
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
五
月
末
現
在

全
国
学
校
給
食
未
実
施
校
約
一
九
、

0
0
0校
中
約
七
、
五

0
0校
が
実
施
確

実
と
見
込
ま
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
予
定
実
施
率
は
小
学
校
数
の
七
八
・
七
％

（
前
年
五
月
五
六
・
ニ
％
）
、
中
学
校
数
の
四
七
・
七
％
（
前
年
五
月
一
八
・

二
％
）
と
な
る
が
、
残
り
約
―
二
、
五

0
0校
に
つ
い
て
は
開
設
の
目
途
は
未

だ
明
ら
か
で
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
こ
の
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
学
校
の
設
置
者
が
事
前
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
理
解
し
え
な
か
っ
た
た
め
当
初
財
政
計
画
に
組
み
入
れ
る
に
い
た
ら
な

ヵ
っ
た
こ
と
、
施
設
設
備
の
計
画
上
一
気
に
完
全
給
食
、
要
す
れ
ば
共
同
調
理

ヽ
『を

実
現
し
た
い
た
め
ミ
ル
ク
給
食
の
み
の
施
設
設
備
を
た
め
ら
っ
て
い
る
こ

t
、
墨
置
者
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
財
力
が
な
じ
こ
と
、
関
係
者
の
理
解
と
協
力
が

洛
，
＇

,
 
... ‘、―

な

r""↑
L
9.. 
5. 

賢

ャ

い

が

真

ゃ

ム
1
.

□]
文
部
省
に
関
係
局
課
長
等
で
構
成
し
た
ミ
ル
ク
給
食
推
進
本
部
を
設
置
し

そ
、
・
ミ
ル
ク
給
食
の
推
進
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も
こ

れ
に
準
じ
て
推
進
体
制
を
整
備
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

側
ミ
ル
ク
完
全
飲
用
の
指
導

ミ
ル
ク
の
完
全
飲
用
を
図
る
た
め
に
、
脱
脂
粉
乳
に
よ
る
お
い
し
い
液
体

乳
の
作
り
方
、
脱
脂
粉
乳
と
牛
乳
の
混
合
使
用
の
方
法
等
に
つ
い
て
指
導
す

る
ほ
か
、
校
地
狭
溢
等
の
理
由
で
学
校
で
液
体
乳
を
製
造
で
き
な
い
場
合
に

は
、
業
者
等
の
工
場
に
委
託
し
て
製
造
し
た
液
体
乳
を
使
用
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
が
、
委
託
乳
使
用
に
伴
う
給
食
費
の
増
額
を
出
来
る
だ
け
さ
け
る

た
め
適
正
な
製
造
委
託
費
の
算
定
方
を
指
導
す
る
と
と
も
に
設
置
者
が
給
食

費
軽
減
の
た
め
の
積
極
的
な
援
助
措
置
を
譜
ず
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

え
ら
れ
な
い
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ミ
ル
ク
給
食
の
趣
旨
が
徹
底
し
、
設

置
者
の
同
意
が
え
ら
れ
れ
ば
、
六
月
、
九
月
の
議
会
に
お
い
て
財
源
措
置
が
行

な
わ
れ
よ
う
し
、
ま
た
、
委
託
乳
の
活
用
が
軌
道
に
乗
っ
て
く
れ
ば
開
設
未
定

校
は
大
幅
に
減
少
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

ミ
ル
ク
給
食
の
全
面
実
施
の
早
期
達
成
は
、
学
校
給
食
の
歴
史
に
徴
し
て
も

関
係
者
の
熱
意
と
協
力
が
結
集
す
れ
ば
必
ず
し
も
至
難
の
業
で
も
な
い
こ
と
を

確
信
し
、
今
後
の
関
係
者
の
ご
協
力
を
祈
っ
て
掘
筆
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
体
育
局
学
校
給
食
課
）
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167/技能教育施設の指定等に関ずる規則第 2条
第 1項の科目の告予について

169都道府県教育委員会指導事務主管部鰈長会
議の開催について

17]昭和38年度公立高等学校の入学者選抜実施
1状況について今 1 

1881昭和38年度科学教育研究室の実施について1

叫昭和38年度産業教育内地留学生の派遣者数1
｀定について

182昭和38年度中学校。高等学校新規卒業者の1

就識選考開始¢)・時期について 1 

• ~ -- -"  --ヘ

（前号•からつづく）
~:·· 

3.221初等中等教育局長各都道府県教育委員
I 会

3.271 II 各都道府果教育長

fl I ff,  
4.4i ff I関係国立大学畏・谷

都道府梨教育昼員会

‘’ 

3詞初等中等教育局長1関係都道府県教育長

4.41 // 各部避府貼教育長。

各都道府県知寮・各

指定都市教育畏．付

属中高校を盤く国立

大学畏・各国立高等

学校畏

マ

編

集

後

記

為

人

間

形

成

の

途

上

に

お

い

て

、

幼

児

期

が

重

要

な

役

割

を

し

め

て

い

る

と

い

う

事

実

は

、

近

年

の

心

理

学

、

精

神

分

析

学

の

明

ら

か

に

し

た

と

こ

ろ

で

あ

る

が

、

ま

た

他

方

r

行

政

や

指

導

の

面

か

ら

も

S

就

学

前

教

育

の

制

度

、

内

容

を

い

か

に

遮

営

し

て

い

く

か

と

い

う

こ

と

は

r

現

在

の

大

き

な

課

慰

と

な

っ

て

い

る

。

そ

こ

で

、

八

月

手

で

は

こ

の

領

域

に

お

け

る

問

題

を

特

集

テ

ー

マ

と

し

て

這

集

し

、

各

糧

の

側

面

か

ら

、

し

か

も

伺

べ

の

問

題

を

や

や

詳

細

に

わ

た

っ

て

と

り

あ

げ

て

み

る

こ

と

に

し

た

。

ま

ず

、

牛

島

先

生

に

は

幼

児

教

育

の

内

容

に

つ

い

て

の

中

心

的

諜

産

と

な

っ

て

い

る

保

育

と

学

習

に

つ

い

て

心

理

学

的

銅

点

か

ら

考

察

し

て

い

た

だ

き

、

つ

い

で

、

餌

括

的

に

現

状

を

示

し

て

い

く

と

い

う

意

味

か

ら

、

実

態

｀

制

度

、

内

容

，

研

究

の

各

般

に

わ

た

る

腕

学

前

救

育

の

閲

涵

点

を

、

斯

界

の

漁

威

者

、

多

田

浣

生

に

解

説

し

て

も

ら

っ

た

。

幼

児

教

育

の

明

治

以

降

の

あ

ゆ

み

、

歴

史

に

つ

い

て

は

、

3

文

料

を

中

心

に

西

村

初

等

教

育

覗

恥

長

に

ま

と

め

て

い

た

だ

き

、

幼

児

の

家

庭

に

お

け

る

デ

レ

ビ

視

聴

の

影

害

に

つ

い

て

は

、

視

聴

覚

教

育

謀

の

斉

籐

氏

に

実

態

調

査

に

も

と

づ

い

て

険

討

し

て

も

ら

っ

た

。

な

お

、

今

後

の

就

学

前

教

育

芝

推

進

｀

す

る

に

あ

た

(

]

て

、

外

国

の

実

餘

、

そ

こ

で

の

経

験

は

他

山

の

石

と

し

て

参

考

に

な

る

と

こ

ろ

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

そ

こ

で

行

政

指

導

に

あ

た

る

ひ

と

、

幼

椎

園

経

営

者

、

幼

児

教

宵

研

究

者

に

集

ま

っ

て

い

た

だ

い

て

座

談

会

を

開

き

、

各

稽

の

問

題

を

論

じ

て

も

ら

っ

た

。

そ

符

嬰

七

月

，

T
-
日

に

教

育

課

稔

審

議

会

の

道

徳

教

育

に

関

す

る

答

申

が

な

さ

れ

た

の

で

解

説

を

つ

け

て

そ

の

全

文

を

掲

裁

し

、

ま

た

、

今

年

度

か

ら

全

児

墨

一

徒

に

完

全

実

諮

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

ミ

ル

ク

給

食

の

問

題

に

つ

い

て

紋

、

学

絞

給

食

課

の

小

痰

氏

に

そ

の

全

容

を

解

説

し

て

も

ら

っ

た

。

さ

℃

遮

城

も

の

て

は

，

第

三

回

と

し

て

予

定

し

て

い

た

「

人

物

を

中

心

と

し

た

明

治

以

降

女

子

教

育

史

」

は

つ

ご

う

に

よ

っ

て

今

卸

は

休

戟

し

f

昨

年

の

七

月

か

ら

妊

評

を

え

て

き

た

敬

育

研

究

団

体

の

動

向

は

、

今

回

の

産

業

教

育

を

も

っ

て

完

峙

。

ま

だ

教

科

害

国

際

会

送

で

欧

米

各

固

を

ま

わ

っ

て

こ

ら

れ

た

唐

沢

冨

太

郎

先

生

に

は

、

現

地

で

直

疫

観

察

さ

れ

た

菱

多

く

の

教

育

＇

一

万

有

益

な

話

窒

欧

米

教

育

雑

慮

と

し

て

瑚

笠

し

て

い

，

で

た

く

こ

と

に

し

た

。

こ

れ

は

こ

の

あ

と

数

回

に

わ

た

っ

て

速

賊

し

て

い

く

予

定

て

あ

る

。

第
一

0
三
二
号

1

4

 4
 
4
 ，
 

J
 
E
 
M
 

昭

和

三

十

八

年

八

月

五

日

印

刷

昭

和

三

十

八

年

八

月

十

日

発

行

著

作

指

文

ド

所

有

音発
行
者
麟
鯰
帝
国
地
方
行
政
学
会

小

川

平

二

東

京

都

立

川

市

啜

町

三

の

五

五

印
刷
巴
麟
訊
行
政
学
会
印
刷
所

東

京

都

新

宿

区

西

五

蔚

町

五

二

営
言
言
帝
国
地
方
行
政
学
会
疇

‘
,
i
 

電
話
夏
八
四
六
（
代
）

3
 
（
 

振

唇

座

東

京

i

o、
0
0
0

―

―

 
定

価

一

冊

七

十

円

一

一

迭

料

ク

六

円

―

一

か

年

八

百

四

十

円

一

料読
冠

料

不

要

二

講

た

だ

し

増

＇

太

号

、

臨

時

号

の

場

合

は

別

に

代

金

を

申

し

う

け

ま

す

。

な

お

講

読

一

の

申

し

込

み

ほ

、

直

接

発

行

所

、

ま

た

一

は

も

よ

り

の

書

店

に

お

摩

ば

し

ま

ず

。

＿

雰
甜
柑
庄
祝
E
5
貨
ぶ
貸
急
翠
刃
裟
象

文
部
時

ノ`ふヽ

芦

八
月
号
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